
儵
儰
儰
儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

ま
な
方
法
が
実
証
さ
れ
て

い
る
一
方
普
及
拡
大
に

は
資
金
不
足
が
課
題
だ


高
山
氏
は
政
府
や
民
間

の
さ
ま
ざ
ま
な
資
金
を
組

み
合
わ
せ
て
課
題
を
解
決

し
て
い
る
海
外
の
例
を
紹

介
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
政

府
と
民
間
が
５
年
間
で
１

億
７
５
０
万
㌦
を
出
資
。

集
落
単
位
で
土
壌
の
検
査

所
を
設
置
し
、
過
剰
施
肥

を
抑
制
し
た
。

高
山
氏
は
今
後
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
技
術
の
検

証
が
重
要
に
な
る
と
指

摘
。
立
地
や
作
目
、
品
種

ご
と
に
調
査
し
、
農
業
経

営
へ
の
効
果
を
含
め
て
結

果
を
発
信
す
る
こ
と
が

「
投
資
の
呼
び
水
に
な

る
」
と
み
る
。
「
地
域
の

気
候
や
慣
行
、
文
化
を
よ

く
知
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
は
、

金
融
機
関
と
し
て
役
割
を

発
揮
で
き
る
」
と
述
べ
、

Ｊ
Ａ
に
期
待
を
寄
せ
た
。

脱
炭
素
化
加
速
へ

効
果
検
証
資
金
を

農
中
総
研
セ
ミ
ナ
ー

農
林
中
金
総
合
研
究
所

は

日
、
農
業
の
脱
炭
素

化
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い

た
。
高
山
航
希
主
任
研
究

員
が
講
演
し
、
農
業
分
野

で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
必
要
な
資
金
が
不

足
し
て
い
る
と
指
摘
。
技

術
や
手
法
ご
と
の
削
減
効

果
の
検
証
と
、
民
間
・
政

府
な
ど
の
資
金
に
よ
る
支

援
の
拡
大
、
地
域
に
根
差

し
た
金
融
事
業
を
行
う
Ｊ

Ａ
の
役
割
発
揮
な
ど
が
、

脱
炭
素
化
の
鍵
に
な
る
と

の
見
方
を
示
し
た
。

農
業
分
野
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
向
け
て

は
、
品
種
改
良
の
他
、
施

肥
の
最
適
化
や
、
バ
イ
オ

炭
で
土
壌
中
に
炭
素
を
と

ど
め
る
技
術
な
ど
さ
ま
ざ

る
。
収
穫
作
業
の
問
題
が

農
福
連
携
の
き
っ
か
け

だ
。
収
穫
期
間
は
６
月
下

旬
か
ら
７
月
中
旬
ま
で
と

短
い
。
手
作
業
で
収
穫
す

る
た
め
人
手
が
必
要
だ

が
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
ハ
ス
カ

ッ
プ
の
収
穫
は
こ
の
時
期

に
集
中
す
る
た
め
、
働
き

手
の
確
保
も
難
し
い
。
Ｊ

Ａ
は
、
北
海
道
光
生
会
の

障
害
者
支
援
施
設
「
爽
や

か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
、

収
穫
作
業
を
依
頼
。
同
農

場
で
の
経
験
を
今
後
の
社

会
参
画
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫

福
祉
施
設
に
委
託

北
海
道

Ｊ
Ａ
び
ば

い
は
、
Ｊ
Ａ

の
農
場
で
栽
培
す
る
ハ
ス

カ
ッ
プ
の
収
穫
を
社
会
福

祉
法
人
に
委
託
し
、
農
福

連
携
を
進
め
て
い
る
。
貴

重
な
働
き
手
と
し
て
迎
え

入
れ
、
障
害
者
の
就
労
の

場
に
も
つ
な
げ
た
。

同
農
場
で
は
２
０
１
５

年
か
ら
ハ
ス
カ
ッ
プ
を
栽

培
。
現
在
は
１
５
８
㌃
で

１
４
２
４
株
を
管
理
す

儴儰儰儰
儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰

た
。
計
画
の

億
円
を
大

幅
に
上
回
っ
た
。

取
扱
高
は
い
ず
れ
の
事

業
で
も
前
年
を
上
回
っ

た
。
米
穀
農
産
事
業
は
、

販
売
数
量
の
増
加
で
、
前

年
度
比
１
％
増
の
６
７
３

７
億
円
だ
っ
た
。
園
芸
事

業
は
同
２
％
増
の
１
兆
１

２
０
７
億
円
、
営
農
・
生

産
資
材
事
業
は
同

％
増

の
８
７
７
９
億
円
、
畜
産

事
業
が
同

％
増
の
１
兆

３
７
５
１
億
円
、
生
活
関

連
事
業
が
同
９
％
増
の
９

１
３
２
億
円
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下
の
行

動
制
限
の
緩
和
な
ど
で
旅

費
交
通
費
な
ど
の
業
務
費

が
一
定
程
度
増
え
た
。
一

方
で
計
画
は
下
回
っ
た
。

事
業
総
利
益
か
ら
事
業

管
理
費
を
差
し
引
い
た
事

業
利
益
は

億
８
９
０
０

万
円
。
前
年
度
は

億
円

の
赤
字
で
計
画
は
収
支
均

衡
だ
っ
た
が
、
プ
ラ
ス
に

転
じ
た
。

経
常
利
益
は
受
取
配
当

金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

同
１
２
８
％
増
の
１
８
６

億
１
２
０
０
万
円
だ
っ

カ
ー
売
り
渡
し
時
の
肥
料

・
飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど

が
要
因
で
増
え
た
。
計
画

は
５
％
上
回
っ
た
。

事
業
管
理
費
は
、
前
年

度
比
３
％
増
の
９
１
４
億

円
９
６
０
０
万
円
。
新
型

全
農
は

日
に
通
常
総

代
会
を
開
く
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
事
業
実
績
や
決
算

概
要
を
含
む

年
度
業
務

報
告
書
案
を
ま
と
め
た
。

事
業
総
利
益
は
、
取
扱

高
の
増
加
に
加
え
、
メ
ー

長
は
「
事
前
に
対
策
す
る

こ
と
で
相
続
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
、
家
族
の
絆
が
壊

れ
る
こ
と
な
く
幸
せ
な
生

活
を
送
っ
て
も
ら
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
が
解

決
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く｣

と
話
し
た


資
金
運
用
な
ど
の
相
談
対

応
、
弁
護
士
、
税
理
士
に

よ
る
無
料
相
談
も
行
う
。

土
曜
日
に
も
営
業
日
を
設

け
て
い
る
。

７
月
上
旬
に
、
岐
阜
市

長
良
に
あ
る
旧
長
良
西
支

店
を
同
セ
ン
タ
ー
と
し
て

オ
ー
プ
ン
。
Ｊ
Ａ
の
櫻
井

宏
会
長
や
岩
佐
哲
司
組
合

長
ら
役
員
ら
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
を
統
括
す

る
相
談
部
の
大
田
哲
也
部

こ
と
か
ら
、
事
前
に
対
応

し
、
住
み
慣
れ
た
街
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相

続
対
策
・
遺
言
作
成
・
家

族
信
託
と
い
っ
た
資
産
相

談
、
不
動
産
の
売
買
・
賃

貸
・
活
用
の
相
談
、
任
意

後
見
契
約
・
死
後
事
務
委

任
契
約
・
法
定
後
見
受
任

と
い
っ
た
後
見
制
度
に
関

す
る
相
談
を
受
け
る
。
他

に
も
、
ロ
ー
ン
や
年
金
、

【
ぎ
ふ
】
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ

は
、
地
域
住
民
の
資
産
や

暮
ら
し
な
ど
に
関
す
る
悩

み
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
「
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
た
。
社
会
保
険
労
務
士

や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
（
Ｆ
Ｐ
）
な
ど

の
資
格
を
持
つ
専
門
ス
タ

ッ
フ

人
が
対
応
。
Ｊ
Ａ

に
は
、
相
続
や
老
後
の
１

人
暮
ら
し
に
関
す
る
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

Ｊ
Ａ
全
農
は

日
、
２
０
２
２
年
度
の
決
算
概

要
を
明
ら
か
に
し
た
。
取
扱
高
は
前
年
度
比

％

増
の
４
兆
９
６
０
６
億
円
。
畜
産
事
業
や
営
農
・

生
産
資
材
事
業
の
原
料
価
格
上
昇
な
ど
が
影
響
し

た
。
計
画
比
で
は
８
％
上
回
っ
た
。
企
業
の
売
上

総
利
益
に
当
た
る
事
業
総
利
益
は
前
年
度
比

％

増
の
９
７
２
億
８
６
０
０
万
円
だ
っ
た
。

▼
１
面
参
照

医
事
評
論
家
、
医
学
史
研
究
者

と
し
て
卓
越
し
た
業
績
を
残
し
て

い
る
川
上
武
は
、
戦
後
の
医
療
史

上
の
注
目
す
べ
き
人
物
と
し
て
、

武
見
太
郎
元
日
本
医
師
会
長
と
若

月
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二

人
は
活
動
の
舞
台
は
大
き
く
違
っ

て
い
る
が
、
日
本
医
療
に
与
え
た

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
に
は
甲
乙

な
く
、
武
見
は
「
時
流
に
乗
っ
た

人
」
で
あ
り
、
若
月
は
「
時
代
を

切
り
開
い
た
人
」
で
あ
る
と
評
し

て
い
る
。

二
人
が
竜
虎
の
対
面

１
９
６
０
（
昭
和

）
年


月
、
雑
誌
「
文
芸
春
秋
」
の
巻
頭

グ
ラ
ビ
ア
に
二
人
は
〝
医
師


傑
〟
と
し
て
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
相

対
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
当

時
二
人
の
間
に
交
流
は
全
く
な
か

っ
た
。

二
人
の
関
係
が
生
ま
れ
る
き
っ

か
け
は
本
連
載
の

回
目
に
も
述

べ
た
が
、
佐
久
病
院
の
付
属
施
設

で
あ
る
農
村
保
健
研
修
セ
ン
タ
ー

の
認
可
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
同

時
期
に
、
農
林
省
で
は
農
村
生
活

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
準
備

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
発
起
人
に

な
っ
て
い
た
武
見
太
郎
が
同
種
の

施
設
を
二
つ
造
る
こ
と
に
難
色
を

示
し
、
さ
ら
に
若
月
は
「
ア
カ
だ

か
ら
許
さ
な
い
」
と
の
こ
と
で
許

可
さ
れ
な
い
で
い
た
。

そ
の
こ
と
を
耳
に
し
た
農
村
生

活
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事

で
あ
っ
た
矢
口
光
子
は
、
武
見
の

所
へ
飛
ん
で
行
き
、
「
農
村
生
活

の
研
究
機
関
と
農
村
医
療
に
尽
く

さ
れ
る
方
の
研
修
機
関
と
は
性
格

が
違
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
武
見

先
生
も
世
直
し
の
医
者
と
自
認
し

て
お
ら
れ
る
の
な
ら
、
若
月
先
生

も
実
際
に
患
者
を
治
し
、
社
会
の

在
り
方
を
治
そ
う
と
す
る
世
直
し

の
医
者
で
す
。
若
月
先
生
を
赤
と

言
わ
れ
る
の
な
ら
武
見
先
生
は

黒
、
赤
と
黒
な
ら
ス
タ
ン
ダ
ー
ル

が
喜
ぶ
で
し
ょ
う
。
お
会
い
に
も

な
ら
ず
批
判
さ
れ
る
の
は
卑
怯

（
ひ
き
ょ
う
）
で
す
。
お
会
い
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
し
く
迫

っ
た
と
こ
ろ
、
不
承
不
承
Ｏ
Ｋ
が

出
た
。

翌
日
の
面
会
の
様
子
を
矢
口

は
、
「
ま
さ
に
竜
虎
の
対
面
で
あ

り
、
二
人
の
和
や
か
な
態
度
と
鋭

い
視
線
は
、
瞬
時
に
相
手
を
観
察

さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
大
物
の

お
二
人
は
握
手
を
交
わ
さ
れ
、
お

互
い
に
ね
ぎ
ら
わ
れ
、
歓
談
暫

（
し
ば
）
し
の
後
、
お
別
れ
し

た
。
武
見
先
生
を
脱
帽
さ
せ
た
若

月
先
生
の
無
言
の
お
人
柄
に
感
動

し
、
胸
を
熱
く
し
た
あ
の
日
の
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
。
思
想
的
に
は
右
と
左
と
極

端
に
違
う
二
人
で
は
あ
る
が
、
人

間
的
に
奇
妙
に
相
通
ず
る
も
の
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、

す
ぐ
に
認
可
が
下
り
る
こ
と
に
な

っ
た
。

年
の
こ
と
で
あ
る
。

世
界
医
師
会
で
講
演


年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ

で
開
催
さ
れ
た
第

回
世
界
医
師

会
総
会
に
お
い
て
若
月
は
武
見
の

推
薦
に
よ
っ
て
、
「
へ
き
地
医

療
」
の
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
を
行

っ
て
い
る
。
そ
し
て

（
平
成

６
）
年
に
は
、
「
農
村
医
療
の
拠

点
で
あ
る
佐
久
病
院
で
の
実
践
を

通
じ
て
農
村
医
学
を
振
興
し
、
地

域
包
括
医
療
体
制
を
先
進
的
に
確

立
し
た
」
と
し
て
第
５
回
武
見
記

念
賞
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

先
立
ち

年
、
矢
口
は
「
わ
が
国

の
農
村
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
理
論
と
実

践
を
も
っ
て
貢
献
し
た
」
と
の
理

由
に
よ
り
第
２
回
武
見
記
念
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

矢
口
は
幼
い
頃
か
ら
貧
し
い
農

村
の
人
た
ち
に
尽
く
し
た
い
と
思

い
医
師
を
志
し
、
千
葉
県
の
開
拓

地
で
手
伝
い
な
が
ら

年
、
東
京

女
子
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
。


年
に
農
林
省
に
入
省
し
て
い
る
。

以
後
一
貫
し
て
農
村
の
生
活
改
善

に
取
り
組
み
、
一
方
で
農
村
女
性

の
代
弁
者
と
し
て
そ
の
地
位
を
高

め
る
活
動
を
実
践
し
て
き
た
。


年
、
農
村
生
活
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
を
設
立
し
、
専
務
理
事
に
就
任

し
て
い
る
。
入
省
２
年
目
に
佐
久

病
院
に
若
月
を
訪
ね
、
数
々
の
指

導
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
出
張
診

療
に
も
参
加
し
、
そ
の
経
験
と
知

識
を
後
の
多
く
の
行
政
の
仕
事
に

生
か
し
て
き
た
。

日
本
農
村
医
学
会
は
農
林
省
の

委
託
を
受
け
て

年
か
ら

年
ま

で
、
佐
久
病
院
の
若
月
を
中
心
に

数
多
く
の
農
村
医
学
に
関
わ
る
調

査
・
研
究
を
重
ね
、
そ
の
結
果
を

基
に
、
農
業
者
の
健
康
維
持
管
理

活
動
、
労
働
環
境
改
善
活
動
へ
の

指
針
が
生
活
改
良
普
及
員
に
提
供

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
佐
久
総
合

病
院
名
誉
院
長
・
夏
川
周
介
）

（
次
回
は

日
付
）

世界医師会総会で談笑する武見㊥と若月㊨

第７部 若月俊一 ～農村医学の父～ その24 対極の医師との交流


新
任
の
ラ
イ
フ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
Ｌ
Ａ
）
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
。

最
初
は
、
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
不
安
だ
と
思
い
ま

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、

自
分
で
考
え
た
と
こ
ろ
で
何

も
解
決
し
な
い
の
で
、
自
分

で
抱
え
込
ま
ず
、
周
囲
の
人

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
普
段
か
ら
、
上
司
や
同

僚
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
相
談
し
合
え
る
関

係
性
を
つ
く
る
と
、
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
て
、
組
合
員
や
利
用

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま

す
。私

が
Ｌ
Ａ
と
し
て
活
動
す

る
中
で
、
印
象
に
残
っ
て
い

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
支
所

長
の
「
や
る
べ
き
こ
と
を
し

て
い
る
と
、
お
の
ず
と
結
果

は
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
言

葉
で
す
。
あ
る
日
、
支
所
長

と
会
話
す
る
中
で
少
し
弱
気

な
発
言
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
時
に
も
ら
っ
た
一

言
で
、
「
結
果
の
こ
と
は
考

え
ず
、
今
や
る
べ
き
こ
と
を

一
生
懸
命
頑
張
ろ
う
」
と
心

に
決
め
ま
し
た
。


組
合
員
・
利
用
者
へ

の
対
応
や
、
訪
問
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

組
合
員
や
利
用
者
か
ら
お

願
い
さ
れ
た
こ
と
は
、
可
能

な
限
り
応
え
る
こ
と
で
す
。

複
数
の
保
障
内
容
の
見
直

し
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
に

は
、
お
伝
え
し
た
い
内
容
を

一
枚
に
ま
と
め
、
図
が
入
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
を
作

り
、
説
明
し
ま
す
。
組
合
員

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
は
説
明

し
や
す
く
、
組
合
員
か
ら
も

好
評
で
す
。

他
に
も
携
帯
端
末
機
「
ラ

ブ
レ
ッ
ツ
」
を
併
用
し
な
が

ら
、
組
合
員
の
思
い
な
ど
を

聞
い
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

組
合
員
一
人
一
人
に
合
っ
た

提
案
を
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
利
用
者
が
窓
口

に
相
談
に
来
ら
れ
た
際
に

は
、
窓
口
担
当
者
と
情
報
を

共
有
し
、
利
用
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。


力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

ロ
ー
ン
関
係
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ロ
ー

ン
を
利
用
さ
れ
る
方
の
中
に

は
、
Ｊ
Ａ
を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
ロ

ー
ン
の
利
用
を
き
っ
か
け

に
、
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
ご
案
内
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
岡
山
＝
弘
末
彩
香

特
別
通
信
員
）

（
次
回
は

日
付
）

可
能
な
限
り
応
え
た
い

ＪＡ岡山邑久支所

㊦粟井 真輝さん
Ｑ＆Ａ

支所長に相談する粟井さん（岡山県瀬戸内市で）

取
扱
高
11
％
増

兆
円

全
農
22
年
度
決
算

飼
料
資
材
高
騰
で

Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
が
相
談
セ
ン
タ
ー

資
産
老
後
の
悩
み
解
消

テープカットをするＪＡ役員ら（岐阜市で）
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